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ノルド諸語文法にみられる古代より
」　　　－　　　　　te

継承されたいくつかの特徴（翻訳）

菅 原 m穿 城

Nagra　fornarvda　drag　i　de　n．ordiska　sprakens

grarnrnatik．（Translation）．

Kunishiro　Sugawara

　This　is　a　translation　from　a　part　of　the　synoptical　work　written　by　one　of　the　leading

ph三1010gists　in　Scandinavia：De　nordisfla　sp　rdken　av　Elias　Wess6n，　attonde　upplagan，

Stockholm　1968，　pp．8．25．　Last　summer　permission　was　readily　granted　by　Professor　Wess6n

to　transiate　his　renowned　work　into　Japanese，　for　which　the　translator　is　very　grateful．

The　book　has　already　been　pub墨ished　in　Russian　and　German．

　It　is　the　sincere　wish　of　the　translator　that　thls　Japanese　translatien　will　be　of　interest

to　the　students　of　comparative　philology　in　th三s　coun之ry．

　Note．　The　author’s　footnotes　are　given　at　the　end　of　this　translat三〇n　and　the　translator‘s

notes　added　in　square　parentheses．

October，　1970　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K．　S．

　ノルド諸語（北欧5国で話されている印欧語）は，ゲルマン語派に属して，これの独立したか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　り　　　　　り　　　

つ独自に発達した一枝をなす。西暦初頭にゲルマン人は，スカンディナヴィアと，西と南ではラ

イン河に到り，東ではヴァイクセル河に到る北ドイツに居住していた。かれらの言語すなわちゲ

ルマン基語〈urgermanska＞は，次第に方言に分裂していった。これらは，この最古の時代にお

いて相互関係にみられるその位置にしたがって名づけられる三つの主要グループ，すなわち北ゲ

ルマン語，東ゲルマン語および西ゲルマン語群に分れた。

　キリスト生誕の頃，東ゲルマン人は東のヴァイクセル渓谷を含むオーデル河から膨脹した。か

れらは古く北欧より発したものと思われる（ゴート人＜goter＞一ゴットランド人＜gutar＞一

イェータランド人〈96tar＞，ブルグンド人＜burgunder＞一ブルグンド島＜Burgundarholm＞

すなわちボーンホルム〈Bornholm＞，ヴァンダル入〈vandaler＞一ヴェンデル〈Vende1＞す

なわちユラン半島の北端地方）。東ゲルマン諸語は，すべて死滅している。最も重要なのは，ゴー

ト語くg。tiska＞，すなわち最古のゲルマン文学語である。ウルフィラ　（Wulfi玉a，後311－383
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年）は，4世紀中頃ドナウ河南岸にあるn一マ属州Moesia（今日のブルガリア）に定住してい

たキリスト教徒西ゴート人の司教であった。ウルフィラの聖書翻訳（4世紀中期）のうち一部分

（四福音書〕のみが，就中，500年頃イタリアにおいて・恐らくテオドリック大王の都ラヴェン

ナで書かれたウプサラ大学蔵のいわゆるCodex　Argenteus（銀文字写本）に伝存されている。

　西ゲルマン諸部族は，オーデル河の西部，主にエルベ河とライン河の間に定住していた。その

多くは民族大移動の嵐の中に滅び，その他は新たな部族構成に加わった。民族大移動時代の後期

には，スラヴ人（ヴェンド人，その他）が北ドイツの平原で北欧入と残りのゲルマン入の間に浸

透してきた。これによって，ノルド諸語は幾世紀も前に大陸ゲルマン諸語からはるか西において

分離したのである。中世初頭には，以下の西ゲルマン諸語があった。すなわち，古英語〈forn－

engelska＞と古フリジア語〈fornfrisiska＞，古低地フランコニア語＜fornlagfrankiska＞（ライン

下流地方）と古サクソン語＜fornsaxiska＞（ラインとエルベの聞），古高地ドイツ語＜fornh69－

tyska＞である。古英語と古高地ドイツ語は8世紀より，古サクソン語は9世紀より，言語的記

念物をもっている。1

　タキトゥスの隠代（後100年頃）に，エルベ下流地方にはランゴバルド人＜langobarderna＞が

住んでいた。しかし，かれらはまもなくそこより移動して，まずハンガリーに達し，その後（6

世紀）イタリアに・かれらに因んで名づけられたPンバルディア＜Lombardiet＞〔イタリア語

LQmbardia〕に移った。タキトゥスの言によると，ランゴバルド人の北方には大きな森林と河川

があった。それはトラーヴェ＜Trave＞からスリーン＜Slien＞〔ドイツ語Schlei）に達するノル

ド語でIarnwith「鉄の森」，サクソン語で互sarnhoと呼ばれた密林〔今臼のDh’　nischwohld）の

ことである。この西においては，アイダー川＜Eider＞のまわりに広い湿地帯が拡がっていた。

かようにしてここには住民の少ない未開地があって，これはユランとサクスランド〈Saxland＞

〔デンマークに境を接する北ドイツ〕との自然の境界をなしていた。ここの住民は，アイスランド

語ではHoltsetar「森の住民」，古サクソン語ではHoltsatiと呼ばれ，これからHolsten（高地ド

イッ語にふさわしくされたHolsteinと共に）が出ている。ドイツ領シュレスヴィヒのアンゲル

ン半島にはアングル人＜anglerna＞が住んでいたが，かれらは5世紀にサクソン人〈saxama＞

やジュート人＜jutarna＞と共にイングランドに移住した。教会史家ベーダ（Beda，735年没）の

伝えるところによると，アングル人はジュート人とサクソン人の地方の間にまだ未開のままであ

った国をあとにしてきたのである。この森林地帯は，次第に南から開墾され，居住されるように

なっていった。しかし，これらの新しい開拓者とその北のユランの隣人との間の言語上の相違は

余りにも著しく，両者の均等化は起らなかった。この原始林の北端にドイツ人に対する防壁とし

て防禦提すなわちDanevirkeを築くことが，すでに9世紀には必要であったのである。

　しかしながら，南ユランの諸部族の移住がノルド語と西ゲルマン語間のはっきりした書語境界

発生に関する説明のすべてになりうるということは，ほとんどありえないのである。極めて重要

なのは，南ユランと北欧の諸地方特に中北部スウェーデン〈Uppsverige＞との間に活発な交流
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があったことである。ヴィーキング時代にビルカ〈Birka＞とヘーゼビ＝　一一＜Hedeby＞2との間に

往来の盛んな通商路があった。スウェ　一一デンのヴィーキング王国が，10世紀にユランの南部にあ

った（原書75ページ参照）。これらの地方の方言に認められる顕著な一致点は，スウェ　一一デン東

部海岸沿いのメーラル漢谷〈Malardalen＞から南部デンマークの島々と南ユランに到るまで立証

されることができた。3度重なるヴィーキング行と定住とが，まさにこの爾部境界の露出した地域

におけるノルド語的要素を強化した。これによって，その中心をはるか北方に有する言語特徴が

南方に根を下ろし，ユラン半島の雷語発展は純ノルド語の方向に明確にきめられてきているので

ある。

　ノルド諸語は，ゴ～ト人やその他の東ゲルマン部族がスカンディナヴィアに居住していた時

期から（原書26，27　A“　・一ジを参照），東ゲルマン諸語と共通点をいくつかもっている。すなわ

ち，

　1．jjとwwが，99j（ゴート語ddj）と99wになっている。例：ゲルマン基語寧twai－i6（＊twal，

アイスランド語tveir「2」の属格）：古高地ドイツ語zweiio，ゴート語twaddje，アイスランド

語tveggia，古スウェーデン語twaggia；（アイスランド語prlr「3」）属格priggia；ゲルマン基

語＊aiia中性「卵」：ドイツ語Ei，クリミァ・ゴート語adda，アイスランド語eg9，古スウェー

デン語ag9；古スウェーデン語daggia，「授乳する」，ゴート語daddjan（スウェーデン語dia

「乳を与える」と関連）　；ゲルマン基語＊haRqan：ドイツ語hauen，ゴート語haggwan，ア

イスランド語hgggva，古スウェーデン語hugga；ゲルマン墓語＊tre販a：ドイツ語treu，ゴート

語triggws，アイスランド語tryggr，古スウェーデン語trygger；ドイツ語brauen，アイスラン

ド語　古スウェーデン語bryggia同じ推移は，以下の例にもみられる。すなわち，アイスラ

ンド語dQ99〔露），スウェーデン語dag9（ドイツ語Tauを参照），アイスランド語skuggvi

〔影〕，スウェーデン語Skugga（ドイツ語・SChauenを参照），スウェーデン語uggla（臭）（ドイ

ッ語Eule，英語ow1を参照），スウェーデン語gnugga（こする〕（gno（こする）より），スウ

ェー デン語glugg（穴，孔）（glo（児つめる〕より），スウェーデン語Iugg（むく毛〕（lo（大山

猫）より）。

　2．動詞2人称単数過去形は，－tに終る。ゴート語gaft「汝は与えた」，　namt「汝は取った」，

アイスランド語gaft，　namt．

　3．ゴート語一nan，アイスランド語一naに終るいわゆる起動動詞＜inkoativa　verb＞の」彰成。ゴ

ー
ト語fra－1usnan「失くなる，消える」（fra－liusan「失う」），　af－lifnan「残る」（過去bi－laif「残

った」，ドイツ語bleiben），　fu11nan「いっぱいになる」；アイスランド語losna〔緩くなる〕，

lifna「残る」，　ro6na〔赤くなる），　visna（色あせる〕，　har6na〔固くなる），　fastna〔誓約・婚約

する〕その他；スウェーデン語kallna〔寒くなる〕，　ljusna〔明るくなる），　gulna〔黄色くなる〕

等々。これは，西ゲルマン語にはみられない。

　4。ゲルマン基語（ノルド基語）－6ni－，－ini－，－eni一に終る弱変化動講派生の抽象名詞。ゴート
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語lapons「招き」（lapon「招く」，ドイツ語laden），　skeireins「説明」（skeirjan「説明する」）；

アイスランド語skipan「準備」（skipa「準備する」），　skim「洗礼」（skfra「清める，洗礼を授け

る」），lausn「解放」（leysa「解く」），　sggn「話し」（segia「話す」）；スウェーデン語b6rjan（は

じめ（b6rjaはじめる）〕，　vantan（期待（vanta待つ）〕，その他。

　ゴート語との類似は，東ノルド語〔スウェーデン語・デンマーク語を，西のノルウェー語。ア

イスランド語・フェーロー語（西ノルド語）に対比させた呼称〕にあって一一ts大きい。ゴート語

は，古スウェーデン語と岡じく開音節に6を有する。ところがアイスランド語はこの場合，西ゲ

ルマン諸語と岡じくaを有するのである。ゴート語bauan（baanと読む）〔住む〕，古スウェ

ー デンees　b6a　一アイスランド語b佃，古高地ドイツ語bロan。ゴート語にはいわゆるaウムラウ

トがなく，この現象は北欧では西部よりも東部にゆくにしたがって少なくなる（原書107・Ae　一．ジ

を参照）。過去分詞　ゴート語budans「招かれた」，古スウェーデン語bupin－一アイスランド

語bo6inn，　ドイツ語geboten。ゴート語は中性n語幹複数主・対格で一6na（たとえばaugona

（眼〕）の形をもち，これは古スウェーデン語一〇n（6ghon）に相当する。これに対して，アイス

ランド語は（多分類推によって新たに作られた）nのない形（augのをもつ。同様に，3人称複

数接続法〔過去〕で，古スウェーデン語は一in（たとえばvarin「もし彼らが～であったとした

ら」）をもつが，アイスランド語は一i（veeri）をもつ。前者は，ゴート語（weseina）と一致す

る。

　一方，ノルド諸語は西ゲルマン語と共通するいくつかの特徴をも有している。そのようなもの

は，以下の通りである。

ヱ．ゲルマン基語e＞a：ゴート語jer「年」一アイスランド語古スウェデン語ar，ドイツ語

　Jahr；ゴート語letan「させる」　　アイスランド語古スウェーデン語lata，ドイツ語lassen。

2．ゲルマン基語z（すなわちsの有声音）＞r：ゴート語maiza「もっと一層」一アイスラ

　ンド語meir，古スウェーデン語mer，ドイツ語mehr，英語more。

3．代名詞denne（detta，　dessa）〔これ（これら））の発生。ドイツ語dieser，英語thisを参照

　せよ。

　語彙においても，この3語群の間には注目すべき差違がいくつか認められる。　ノルド諸語の

「太陽」を意味する語（アイスランド語，古スウェーデン語s61女性）は，ラテン語（so1男性）

やギリシア語（heiios男性）と同じである。西ゲルマン諸語は，別の語幹をもっている，ドイツ

語Sonne，英語sun。ゴート語は，　sauil中性とsunno女性の両語をもっている。4

ゲルマン語は以上のように，まだ西暦麗始前後数世紀の間北ヨーロッパの広大な地域にわたっ
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て比較的均等に話されていたのである。これをわれわれはラテン語と比較することができる。こ

のラテン語は，大体同時代にPt　一マ帝国全域に拡がり，徐々に方言すなわちイタリア語，スペイ

ン語，フランス語等の言語に分裂していった。ゲルマンの言語上の統一性が，ゲルマン諸部族間

の政治的民族学的連繋にどれだけ根拠と対応性を有していたかは，われわれはいかなる文献資料

によっても知ることができない。

　ゲルマン基語一したがってゲルマン語派全体一一の特徴は，特に以下の言語上の諸変化であ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

る。すなわち，

1．ゲルマン語音韻推移。

2．アクセントの語頭音節への移行。

3．形容詞の弱変化形成。

4．動詞の弱変化形成。

　1．いわゆる音韻推移＜ljudskridningen＞〔Lautverschiebung〕によってすべての印欧語破裂

音が様々に変化した。

　bh，　dh，　gh＞も，6，5（b－，　d－，　g－），すなわち，有声帯気音が有声摩擦音になり，語頭音では次第

に有声破裂音になった。

　p，t，　k＞f，　p，　h，すなわち，無声破裂音が無声摩擦音になった。

　b，d，　g＞p，　t，　k，すなわち，有声破裂音が無声破裂音になった。

　例：サンスクリット語bharati「彼は運ぶ」，ギリシア語ψ6ρω，ラテン語fero－一ゴート語

bairan（baranと読む），アイスランド語bera（ギリシア語では有声帯気音が無声音になってい

る：ph，　th，　kh．ラテン語では，　bhとdhとが語頭音でfとなり，　ghはhとなっている。この系

列はサンスクリット語において保持されている。）

　サンスクリット語・pad「足」，ギリシア語πつ09，πoo“　59，ラテン語・pes，　pedis一ゴート語

fots，アイスランド語f6tr，ドイツ語Fuss，英語foot．

　サンスクリット語daga「10　」，ギリシア語δ6xα，ラテン語decem一ゴート語taihun（tachun

と読む），アイスランド語tiu，ドイツ語zehn，英語ten．

　ラテン語genu　中性「膝」一ゴート語kniu　中性，アイスランド語kn6中性，　ドイツ語

Knie．

　ラテン語aqua「水」一一ゴート語ahwa「水」，ドイツ語一ach（たとえばBiberach「海狸川」

の），アイスランド語6女性「流れる水，川」，古スウェーデン語a，スゥェーデン語a〔川〕。

　この変化に影響されなかった語は，比較的少数である（たとえば，ラテン語mus一スウェ

ーデン語mus，ドィッ語Maus，英語mouse；ラテン語lumen「光」一一アイスランド語li6mi

「輝き」）。したがって音韻変化は，ゲルマン語のひとつのクリテーリオンになっている。いずれ

のゲルマン語でも音韻変化を経ていない子音をもつ語は，借用語にちがいない。
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　2．印欧語の語アクセントは，主として音楽的性質のもの，すなわち高音と低音の交替であっ

たと思われる。これは，ゲルマン基語時代に力強い呼気アクセントに変った。印欧語の語アクセ

ントは，ひきつづいて移動可能のものであった。すなわち，アクセントは語の語根音節，派生語

尾あるいは変化接尾辞に置かれることができたし，いくつかの語では種々の変化形でその位置を

かえることができた。この原初的状況はサンスクリット語とギリシア語に保持されているが，他

方ラテン語はゲルマン諸語のようにすべての語でアクセントを前方へ移動させている。

　例：サンスクリット語pitli「父」（対格pitaram，与格pitr6，呼格pitar），ギリシア語πα拶ρ

（対格πCtτSpα，属格πceτρrsg，　rigi格na2τερ）

　サンスクリット語pad「fg　」（対格爵dam，属格pad6s），ギリシア語πoijg（対格π6δα，属

格rroδtig）

　サンスクリットsu　v6da「私は見た」，複数vidma「我々は見た」（アイスランド語ve王t，　vitum）

　サンスクリット語bu－b6dha「私は感知した」，複数bu－budhim6「我々は感知した」（アイス

ランド語bau6（私は申出た〕，　bu6um（我々は申出た〕）

　アクセントの前方移動は，デンマーク人言語学者カール・ヴェァナーが指摘したように，音韻

推移の第二段階の後すなわちP，t，　kのf，　P，　hへの推移の後に生じたものである。ゲルマン基

語無声摩擦音f，P，　hとsは，印欧語の原初的語アクセントにしたがって，　もし直前の音第主

音が語の第一アクセントをもたなければ，それぞれ対応の有声音も，6，5とzに発展する（ヴェ

ァナーの法則＜Vernerska　lagen＞）．

　例：fader「父」，　broder「兄剃の両語は，元来はtを含んでいたのである。前者では第一ア

クセントはこの音に後続する母音に，後者ではこの音に先行する母音にあった。かようにして，

サンスクリット語pitS対格pit6ram）「父」，ギリシア語πατEρ一ゴート語fadar，ドイツ語

Vater（ノルド基語＊fa6er，アイスランド語fa6ir）

　サンスクリット語bhr翫a（対格bhr猷aram）「兄弟」，ギリシア語ψ誕τωρ一ゴート語bropar，

ドイツ語Bruder（ノルド基語＊br6per，アイスランド語br66ir）（ノルド語ではこの場合，後に

Pと6が融合したため，ヴェァナーの法鋼の効力が無効になってしまっている。）

　名詞主格語尾s（たとえば，ラテン語servus（奴隷〕，　civis（畜民），　fructus〔みのり〕）は，

ゲルマン基語一z，ノルド基語一R，アイスランド語古スゥェーデン語一rになる。たとえば，ラテ

ン語ventus（風〕一一アイスランド語vindr，ラテン語hQstls一ノルド基語一gastiR，アイス

ランド言吾gestr「客」。

　強変化動詞の過去形（印欧語の完了形）における変換。アイスランド語vas‘was’－varum

‘we　were’，　fann‘found’一一一fundum‘we　found’（ノルド基語＊fanp－＊fun6um）．

　造語における変換。ゴート語weihs「神聖な」，アイスランド語v6中性「聖所」（ゲルマン基語

＊viha－）一アイスランド語vigla「聖別する，清める」（ゲルマン基語＊vi5ian）；ゴート語hauhs

「高い」，アイスランド語焔rr，ドイツ語hoch（ゲルマン基語＊hauha－）　　古スウェーデン語
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h6gher（ゲルマン基語＊hau5a－）；英語death「死」－dead「死んだ」，　ドイツ語Tod（属格

Todes）一一totとt6ten（ゲルマン基語＊daupu－一＊dau6a－，＊dauδian）．

　第一アクセントの語頭への移行は，次第にいくつかの非常に徹底した語形変化の原因になって

ゆく。すなわち，アクセントの弱い音節の母音は短縮するか，ないしは金く消失してしまうので

ある（母音低減〈vokalreduktion＞および語申音消失＜synkope＞）．これらの語尾における変化

は，すでにゲルマン基語で始まっているが，総体的には個々の古語の歴史に属する。一般的規剛

は，以下のものである。1．母音は，子音が後続する場合よりも，純然たる語宋音である場合に

より容易に弱くなる。2．朋母音aは，閉母音圭，uよりもはやく弱くなる。3．母音は，短音

節よりも長音節の後でよりはやく弱くなる。ゴート語では，aはいつも語末で消失し，　iは少な

くとも長音節の後で消失し，uは残っている（ゴート語stains「石」，　gasts「客」，　sunus「意

子」）。西ゲルマン語では，aはいつも語宋で，　iとuは長音節の後だけで消失している（古高地

ドイツ語stein，　gast，　hant〔手），これに対してwini「友」，　sunu「息子」，　fridu「平和」，　situ

「慣習」；古莫語stan，　giest，　hand，これに対してwine，　sunu）．ノルド諸語にあっては，低減

が共通してもう一段階進行した。短母音は，短音節よりも長音節の後における方がはやかった

が，常に語中音消失をみている。語中音消失は，もっともはやくaに，つづいてiに，そして最

後にuに趨っている。5

　アクセントの語頭移行は，ゲルマン詩の特徴である頭韻法の前提要件であろう。頭韻法の最古

の例は，タキトゥスが伝えている部族伝説の中にみられる。それによると，ゲルマン人は古歌の

中でその始祖をマンヌスMannusまでたどった。そしてこれに3人の息子をあて，この患子たち

に因んでゲルマンの主要部族が，インガエウrkネース＜ingvtiner＞，イスタエウォネース〈ist－

vaoner＞およびエ（へ）ルミノーネース〈（h）erminoner＞と呼ばれていた。この3部族名はすべ

て，母音ではじまっている。6

　中世ノルド文学（古ノルウェー語，古スウェーデン語および古デンマーク語での法令や狸諺な

らびにアイスランド語での物語）には，頭韻で結ばれている成旬が多数みられる。たとえば，

〔スウェーデン語の）till　9　i・　rd　och　grind〔屋勇文と畑の柵に），　aker　och　an9（耕作地と牧草地），

〔古スウェーデン語）blop　ok嫌n（血と怪我），　til　hogs　ok　til始Rga，　til　draps　ok　til　d6pa，

tll　torfs　ok　til　ti漬ru，　ugildtin　f玉r三arvti　ok　aft圭malanda〔打首および絞首刑に，殺人罪および死

罪に，泥炭打およびタール塗の刑に，相続権および殺人事件提訴権剥奪の刑に〕窃盗は処せられ

る。これらの定句は多く古くて，かような型そのものについてはとにかくそういえる。かような

頭韻を踏んだ定句は，いわば頭韻詩の土台なのである。

　3．形容講は本来，実体詞と同じ風に屈折した。形態論的には，実体詞と形容詞は一単位をな

した。この「品詞」の共通名称は，名詞＜nomen＞であるといえよう。同じ語幹が，実体詞とし

ても形容詞としても使えた。形容詞は，容易に実体詞化されることができた。アイスランド語
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s6rr「怪我した」とs義r中性「怪我」，ゴート語weihs「神聖な」とアイスランド語v6「聖所」，

アイスランド語harr「高い」，古スウェーデン語h6gherとアイスランド語haugr男性「丘」，

アイスランド語hoir「窪んだ」とho1中性「窪み」，スウェーデン語Ijus〔明るい；明り〕，

djup〔深い；深み〕等々。一ゲルマン諸語の形容詞の曲用がいくつかの形で実体詞のそれと異

っているならば，それは代名詞の曲用からの影響によるのである。

　形容詞は元来，同一形で限定ならびに不定の意味を有している。ラテン語bonus　vir　rある善

い男」と「その善い男」。ゲルマン諸語では，限定の意味には鋼の形，いわゆる弱変化形をもつ

ようになっている。これは，n接尾辞を付加して拡大することによって作られた。

　アイスランド語〔男性〕g66i（斜格g66a）〔その善い男〕，女性g66a（斜格g66u）〔その善い

女〕，中性g66a（斜格g66a）（その善きもの〕。比較せよ，名詞語形変化表hani男性〔牡鶏），

gata女性〔道〕，　hiarta中性〔心）。

　ドイツ語der　gute　Mann，　des　guten　Mannes等々。比較せよ，　der　Bote，　des　Boten等々。

　かように，弱変化形容調の変化は，実体詞n語幹と一致する。

　ギリシア語とラテン語では，n接尾辞によって形容詞語幹から人の呼称を作ることができる。

これは，特に紳名で一般的である。ギリシア語，形容詞στρd’βog「斜視の」からヨτρ紹ωソ〔ス

トラボーン〕，ギリシア語drαssg「善い」から’オγ6δ卿（アガトーン），ラテン語rufus「赤い」

からRufo。ゲルマン語でも，同様の実体詞化がみられる。ゴート語weihs「神聖な」からweiha

男’b生「僧侶，牧師」。

　n接尾辞のこの機能は，弱変化形容詞の出発点であると推測されている。そうすれば，ゲルマ

ン基語ではかような実体講化は形容詞から極めて一般的になされたであろうし，これらは同格的

に実体詞に添加されていたと考えられる。

　したがって，〔アイスランド語〕Sigur6r　ungiは本来，「スィグルズ，その若い男」というこ

とになるQこの表現法は，ひとつの確立した変化要素となるほどに能産的になった。通常の（「強

変化の」）形容詞形は，いよいよ不定の意味に限定された。〔アイスランド語）sunr　g66r，‘a　good

sOn’．同時に，　n語幹で拡大された形は形容講化されるようになり，形容詞の限定的意味をもっ

たのである。sunr　g66i，‘a　s◎n，　the　good（one）’rr‘the　good　son’．

　最後に，かようにして形成された弱変化形容詞と関連するものとして，特に限定的意味の担い手

となり，また形容詞の独立冠詞発生の因となった指示代名詞がある。例，アイスランド語inn　g66i

konungr‘the　g◎od　king’，古スウェーデン語pan　gope　konungrin，ドイツ語der　gote　K6nig．

　4．ゲルマン諸語には，過去時称＜preteritum＞を作る二つの相異る方法がある。すなわち，

母音交替によるもの（スウェーデン語〔不定詞〕giva〔過去形）gav〔与える），　fara　fOr〔行く〕），

および歯子音を含む語尾によるもの（スウェーデン語〔不定詞）baka（過去形〕bakade〔（パン

等を）焼く），stalla　stalide〔置く，据える））の二つである。ヤーコプ・グリムの蒔代より，母
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音交替動詞〈avljudande　verben＞（および本来の重複動詞＜redupiicerande　verben＞）は強変化

動詞，その他のものは弱変化動謁と呼ばれている。母音交替過去形は，ゲルマン語の新形成であ

る。弱変化動詞の過去と過去分詞における活用語幹は，ゲルマン基語では一6一を動詞語幹に添え

ることによって作られた。ゲルマン基語の6は，音韻推移法則にしたがえば邸欧語のdhから，

ないしはヴェァナーの法則によればtから，発生したと考えられる。

　分詞では，明らかに印欧語接尾辞一亡o一と関係がある。ラテン語ama－tu－s（愛された〕，　dec－tu－s

〔教えられた），audi－tu－s〔聴かれた〕。かようにして，ラテン語の一aに終る動詞活用第一型ama一

に直接相当するゲルマン基語の活用語幹＊kallO一に接尾辞一to－〉一δo一を添加された＊kal1δ一6a－

　「呼ばれた」。同様に繋ぎ母音＜bindevokal＞なしに，ラテン語video「私は見る」の過去分詞

visus（印欧語＊vid－to一より），ゲルマン基語＊visa－，アイスランド語vlss，ドイツ語weis．

　ゲルマン語過去時称の同様な起源が近い将来求められることは，疑いなかろう。多くの専門家

は，弱変化動詞過去形を印欧語のt接尾辞より説明せんとしてきた。しかし，これは成功してお

らず，恐らく全く別のところに説明を求めねばならないだろう。

　弱変化動詞の大部分は，派生的，第二次的なものである。その一部に，いわゆる使役動詞〈

kausativer＞すなわち強変化動詞からの形成語がある。たとえば，スウェーデン語〔不定詞）

branna〔過去〕bra’　nde〔焼く）（brinna　brann〔燃える）から），　lagga　lade〔横たえる〕（ligga

lag〔横になる〕から），　f6ra　f6rde〔導く）　（fara　for〔行く〕から），　leda　ledde〔案内する〕

（1ida　led〔（聴が）過ぎる〕から）等々。部分的に，名詞由来動調＜denominativer＞すなわち実

体詞と形容詞に基づく形成語がある。たとえば，スウェーデン語d6ma〔裁く〕（dom（裁き）

より），va1ja〔選ぶ）　（val〔選択）より），　fylla　〔満たす〕（full〔いっぱいの）より），　gladja

（喜ばす〕（glad〔うれしい〕より）等々。かような派生動謁は本来，屈折によっては現在形以

上は形成できなかった。過ぎ去った時に対する形が必要ならば，それは助動講を用いた書換えに

よって形成されねばならなかった（迂言法）。かような迂雷法の時称形成は，種々の言語におい

て非常｝C－一・般的である。その一例は，フランス語の未来形である：1’aimer　ai「私は愛すること

をもつ」（ラテン語amare　habeoより）からの1’a三merai〔私は愛するだろう〕。迂言法は，融合

して合成語となり，ついには純粋の単一語＜simplex＞となったのである。ラテン語amabo（私

は愛するだろう〕（未来）とamabam〔私は愛した）（未完了過去）は，「なる」という動詞（ラ

テン語ではfui）という動詞の形と合成されている。サンスクリット語sadayati「彼はすわらせ

る」（使役動詞）の完了は，sadayam　cakara「彼はすわらせることをなした」（sadayamはヂす

わらせること」の意の動詞的実体詞の対格であり，cakaraは動詞「する」の完了形である）とい

う。

　では，デルマン語の弱変化動詞の過去形の一部になっているのは，いかなる助動詞であろう

か。西ゲルマン諸語は，ノルド語やゴート語においてつとに前文献時代に消滅した動詞fするj

を今日も保持している（ドイツ語tun，英語do）。これは，時称の形を言換えるのに利用されるこ
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とができる。たとえば，ドイツ語w玉rtaten　ihn　lieben，英語he　did　not・come。この動詞の過去

形は，古高地ドイツ語teta，複数tatum；古サクソン語deda複数d含dun，　dedun．これらの形

は，ゴート語の過去時称活用の申に確認できると思われている。すなわち，

　1人称単数salboda「私は膏を塗った」，複数salbodedum「我々は膏を塗った」。

　そうすれば，次のことが推定されよう。ノルド基語1人称単数＊kall6－6eb6「私は呼ぶことを

した」＞kal1660，これよりアイスランド語kallar）a，1人称複数＊ka116－6e6um［我々は呼ぶこと

をした］（ゴート語＊ka王lodedum）＞kall66um，これよりアイスランド語kgllu6um．ゲルマン基語

＊kallo－，＊vali－，＊domi－，組aもe－（スウェーデン語kalia，　valja，　d6ma，　havaに相応する）〔の過去

形）は，助動詞が前接的にそれに結合した複合形である。複合形成の両要素がひとつの統一体に

融合すればするほど，第二の複合形成要素は益々その助動詞の意味を失い，活用要素として認識

されているのである。ゲルマン語の歯子音過去形は，詳細な点に関しては多くの困難な閥題を呈

し，これについて様々の見解が鋭く相対立している。

　印欧基語は，われわれが種々の印欧語の古代語間の比較を通して知っているようなものは，著
　　　の　　　

しく屈折した書語であった。文における文法的関係は，種々の語尾の付加によって表現された。

この方法で，名詞では数と格の，動講では数と人称の様々な形が作られた。語尾は，直接語根

に，あるいは派生接尾辞で拡大された語幹に付加されることができた。格語尾はあらゆる語幹群

でいつも同一であったわけではなく，これらは語幹終母音と語尾との融合によって部分的に変化

を受けた。7この方法で，すべて語幹形成と性に応じて種々の屈折が生じた。すなわち，語根名詞，

o語幹（ゲルマン語のa語幹），a語幹（ゲルマン語の6語幹），i語幹，　u語幹，　n語幹等々であ

る。ゲルマン諸語では，分裂がいくつかの他の印欧語におけるよりもどちらかといえば大きかっ

た。ラテン語では，五つの屈折が考えられている。名詞では，三つの数のカテゴリーすなわち単数

・ 複数・両数と，八つの格すなわち主格。対格。呼格・属格・与格・奪格・処格・助格が区別さ

れた。この変化体系は，サンスクリット語において最もよく保持されている。ギリシア語とラテ

ン語には六格，または呼格を除外すれば（この格はたしかに大多数の場合主格と同一であった）

わずか五絡しかみられない。ゲルマン諸古語は，通常四格を有する。助格の面影は，古莫語と古

高地ドイツ語にあるが，この格は普通与格と岡一になるか，あるいはこれにとって代られている。

与格形における助格の機能は，ノルド諸古語にはっきりと認められる。たとえば，〔アイスラン

ド語〔kasta　steini〔石を（以て）投げる〕，　ri6a　hesti〔馬に（馬を使って）乗ってゆく〕等々。

二つの場所の格形すなわち処格（存在を示す）と奪格（起源あるいは発生を示す）は，元来限定

的な用法を有していた。ゲルマン諸語においてこれらの格は，与格に混合してゆくか，あるいは

前置詞表現法にとって代られるかした。格変化が減少してゆくのと岡程度に，前置詞の数と用法

が増大してゆくようになり，また圏定した語順が生じるようになるのである。一両数は，アイ

スランド語では入称代名詞にだけ保持されている。すなわち，vit「我々二人は」，　it（pit）「汝ら
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二人はあ

　各種の屈折接尾辞がいかにして生じたかは，全くわずかしか明らかになっていない。これらは

多分当初より，前接的に屈折語幹に付いてこれと融合・してしまった小辞であったであろう。これ

らのいくつかはわれわれの前置詞に大略匹敵する後置詞＜postpositien＞であったであろうし，

他のものは指示または強意の意味を有すること以外には重要でない小辞であったと思われる。い

くつかの場合，純粋の語幹が何らの格語尾または数語尾を伴わずに屈折体系を形成している：多

数の語の単数主格，たとえばラテン語pater〔父は〕，　nomen〔名は），　terra〔地は〕，　mare〔海

は）（＊mar三から），　COrnu〔つのは〕，中性o語幹の複数主・対格，たとえばラテン語verba〔こ

とばは。を〕，o語幹の単数呼絡，たとえばラテン語serve〔奴隷よ〕。

　格変化と同じく，実体詞における文法姓〈genus＞もまた，印欧基語からの継承物である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　
実体詞の男性，女性，および中性への分類は，われわれの知っている印欧語の最も古い形，すな

わちヴェーダ讃歌のアーリア語とホメー一　Pスのギリシア語においてすでに完全な発達をみせてい

る。文法性は元来，形態上の呼亦現象である。これは就中，形容詞と代名詞とがシンタクスの上

で結びつく実体講の性にしたがって種々の形をとることにみられる。同一語幹形成ではあるが性

の相異る語はいくつの場合様々の格形を得るため，性は実体詞そのものの屈折にあらわれる。

　印欧語の性は，本来非常に複雑である。これは究極的には，ひとがいくつかのエキゾティック

な雷語より知っているのに類する対象の価値判断にまで遡ると思われる。最古の印欧語の性の分

化は，疑いもなく生物と無生物との区別，すなわち生命のある活動的なものと生命のない被動的

なものとの区別である。巾性は特に無生物であり，生命のないとされるものであり，種々の類の
な

対象を示す語である。形態論上中性の語は，多くの点で男・女性の語と相違している。中性の語

は多くの語幹群にあって純粋な語幹からなっているが，これに対して男・女性は主・対格語尾を

とっている。すなわち，

　ラテン語皿ons（〈＊mont－s）〔山1ま〕男性，対格mont－em〔山を），　vox（＜＊vok－s）〔声は〕

女牲，対格v・c－em（声を〕－c・r（＜＊c・rd）〔心はeを）に1コ性，　ver（春は・を）巾性；hom・

〔人は，男性），対格hominem〔人を）－nomen（名は・を，中性〕。

　fructus〔みのりは）男性，対格fructum〔みのりを〕－cOmu〔つのは・を〕中性。

　ignis〔火は〕男性，対格ignem（火を〕－mare（〈＊mari）〔海は・を〕中性。

　無生命の対象は，まれにしか主語として雷及されない。したがって，中性は本来特別の主格形

を必要としなかった。かようなものが必要であった時には，対格が用いられた，ラテン語servus

〔奴隷は〕男性，fagus（ぶなの木は〕女性，対格servum〔奴隷を〕，　fagum〔ぶなの木を〕－

verbum〔ことばは・を〕。

代名詞についてもみよ，

　ラテン語quisて誰が）一一quid〔何が・を〕，古スウェーデン語hva（r）「誰が」－hvat

〔何が・を〕；ラテン語is〔彼は〕男性一id〔それは・を〕；アイスランド語s益〔それ・彼は〕
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男性，sd（それ・彼女は〕女性（同じ語幹より）－pat（それ1ま・を）中性。

　生物性＜genus　animatum＞の男性と女性への分化は，新しいものである。アイスランド語に

みられる男性語と女性語間の曲用の相異点は，二次的である。たとえば，gestr〔客）男性一

nauδr〔必要〕女性，　f6tr〔足）男性一　kYr〔牝牛）女性。ラテン語でも周じである。ここで

は，第一曲用に女性語と同様に男性語もある。たとえば，terra〔地）女性，　nauta（水夫）男性。

第二曲用においても同じである。たとえば，servus〔奴隷〕男性，　fagus〔ぶなの木）女性。ゲル

マン諸古語は，ここでより新しい段階を示している。すなわち，すべての6語幹は女性であり，

すべてのa語幹は男性（あるいは中性）である。

　一方，印欧語のa語幹の中には女性的存在のいくつかの名称，就中多分「女」という語＊gena

（ギリシア語γ0レη（女，妻〕）があった。これらは，ひとつの意味群に融合した。接尾辞一aは，

他の語の女性傍形を作るのに有用となった。たとえば，ラテン語equa「牝馬」（equus「鮭馬」

より）。同一の働きを有する別の接尾辞は，1であった。たとえば，アイスランド語merr「牝馬」

（marr「牡馬」より），　gyltr「牝豚」（ggltr「牡豚」より），　meer「乙女」（mggr「若者」より），

＊ym，（スウェーデン）ダーラルナ方言ynn「牝雷鳥」（Orre「雷鳥」より）。非常に璽要なのは，人

称代名詞3人称に一aあるいは一1に終る別の女性形が形成されたことである。たとえば，ラテン

語is　一　ea，ゴート語is　一　si（ドイツ語er－sie，英語he　一　she）。付加語的形容詞で

も，女性の意味がはっきりするようになった。たとえば，ラテン語bOna　equa〔良い牝馬〕。

　発達は，さらに進んだ。女性的存在を示さない一aに終る語は女性語に牽引されて，その限定

語（代名詞，形容詞）を女性形でとるようになった。これによって，文法的女性が生じたのであ
罎・

る。ある特定の接尾辞で形成された小群の性の一定した語は，したがって画一的に作用し，その

結果同じ接尾辞の語はすべて同じ性をとるようになったのである。このようにわれわれは，語の

形と意味とが語義的連想にも形態的連想にも作用しているのをみるのである。性のカテゴリーの

発達の経過においても，同様である。ある語は意味のために，他は語形のために女性群に入っ

た。この点について，われわれの知識は極めて空しい。実体詞の三つの性カテゴリーへの完全な

分類は，基語の方言分裂以前に確立していたのである。

　特徴的でかつ一部説明の困難なのは，古代の印欧諸語では多数の事物名詞と抽象名詞が男性や

女性であって，一予想されうるように一中性ではなかったことである。われわれは明らか

に，生命を有する存在に似て，自然のいたる所で活動力を見た存在に関するより原始的で精霊論

的把握を仮定しなけれぱならないのである。かようにして，「太陽，月，星」を意味する語は男

性と女性である。同じく，「空」の名は男性であり，「大地」の名は女性（terra　Mater〔愚なる大

地〕）である。立木や果樹の名は，生物名詞に属し，原鋼として女性であり，－aに終るもの（ラ

テン語tilia（菩提樹），　betula〔樺の木）その1翻だけでなく，たとえばラテン語fagus（ぶな

の木），quercus（樫の木），　alnus〔榛の木〕，　populus（ポプラの木〕もある。ノルド諸語におい

て樹木の名は，女性であったり（アイスランド語eik〔樫の木〕，　b6k〔ぶなの木〕，　bigrk〔樺の
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木）その他），男性であったりする（アイスランド語askr（とねりこの木），　almr（にれの木），

einir「杜松」，　reynir「ななかまど」その他）。これに対して，果実を意味する語は一般に中性で

ある。たとえば，ラテン語pirus「梨の木」に対してpirum「梨」，　olea（oliva）「オリーヴの木」

に対してoleum（olivum）「オリーヴ」その他，スウェーデン語apple（りんご），　allon〔どん

ぐり〕。身体の部分のうち，活動的・可動的なものは，男性か女性である。たとえば，〔スウェー

デン語〕hand（手），　arm〔腕〕，　fot（脚）。しかし，内部的。静止的なものは，中性である。た

とえば，〔スウェーデン語〕blod（血〕，　ben〔骨〕。物質名詞は，中性である。たとえば，〔スウェ

ーデン語）vatten〔水〕，ギリシア語b’O“　tO　p（水〕。しかし，これに加えて可動的・活動的なもの

を示す語がある。たとえば，ラテン語amRis〔流れ，川〕男性，ドイツ語Fluss男性，アイスラ

ンド語elfr女性；ラテン語ignis（火〕男性，アイスランド語eldr男性。抽象名詞の中で，「眠

り」を意味する語は，男性である。たとえば，ギリシア語b’πvsg，’ラテン語somnus，アイスラン

ド語Svefn。これは明らかに，眠りが人間をコントu一ルする力だからである。他の抽象名調は

男性か女性であるが，その理由は明らかでない。多数の事物名詞は，本来抽象名詞であって，伝

統的に基本語＜grundord＞の男性ないしは女性の性を保持している。

　中性名詞は，aに終る複数形を形成した。たとえば，ラテン語bella〔戦争），　maria〔海〕，

comua〔つの〕，　corda（心〕，アイスランド語bgrn〔子供〕（ノルド麩語＊barnu，古くは＊barnδ）。

これは本来，女性a語幹と同じ接尾辞による集合名詞形成である。ラテン語operaは，　opus〔仕

事〕中性の複数であったり，女性単数〔骨折り）であったりすることを参照せよ。アーリア語や

ギリシア語では，aに終る中性複数が単数の述語によって後続されるのがみられる。8

　かように，実体詞における性は，すでに印欧諸古語において古くから継承された分類＜klassif－

ikation＞である。形容詞と代名講において性は，主要語（実体詞）と付加語（形容講，代名詞）

との間の形態上の一致（呼応＜kongruens＞）をめざす呼応屈折によって付髄される。この呼店

はかようにして，いうでまもなく，心理的に動因のあるものでもないし，文法的に必要なもので

もない。これは，全く書語的遺産すなわち印欧諸語の古い歴史における特殊な形態論的発達の結

果なのである。

　ノルド諸語の名詞合成〈nominalsammansatt疽ingar＞は，形態の点からみれば，二つの相異な

る型からなる。すなわち，合成の第一要素が語幹形である場合の本来的（純粋）舎成名詞〈ege－

ntliga（akta）SammanSattningar＞，および第一要素が格形　　名詞が第一要素の場合，通常属

格一である場合の非本来的（擬似）合成名詞＜oegentliga（oakta）sammansattningar＞であ

る。たとえば，アイスランド語1and・b6i（住畏〕，しかしlands－IQ9（国法〕，　landa－merkl（（土地

の）境界標）；s61－hvarf〔至点），しかしs61ar－hiti〔太陽熱〕。このいずれの型も，全く印欧語時代

からあったのである。語幹合成〈stamkomposition＞は，型としてたしかに最も原初的なもので

あり，語形成の手段としてすでに格変化の発生以前に形成されていたにちがいない。たとえば，
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ギリシア語akro－polis〔城砦）（akros「頂上の」とpolis「町」から），　ゴート語weina－gards

「ぶどう園」，gasti－gods「親切な」，　fotu－bandi「足枷」。格合成語＜kasuskomposituln＞も当初

より並置をなし，これが次第に唯一の語アクセントの下にひとつの単一体に融合してしまったの

である。しかしながら，両方の合成語形成法は類推によって，その本来の自然な境界をはるかに

越えて大いに能薩的になった。ところで新語を造る活発な方法として合成法が保持され発達して

いることは，特にラテン語とその分系的諸言語に対するゲルマン諸語の特徴である。多数のゲル

マン語の入名は合成であるし，われわれの地名の多くもそうである。9

　ゲルマン諸語の定動詞〈finita　verbet＞の特徴的なことは，これが「時の意味」をもっている

ことである。たとえば，スウェーデン藷jag　springer〔I　run〕，　jag　sprang〔I　ra且〕，　jag　har

sprungit〔I　have　run〕，　han　Iaser〔he　reads〕，　han　laste　〔he　read〕，　han　skall　lasa〔he　w三ll

read）等々。われわれは，動作ないしは出来事の時をあらわすこれらの形を動詞の時称形とも呼

ぶ。これらのうち二つだけが，活用によって形成される。すなわち，現在と過表（半過去）であ

る。他のものは，助動綱を使った迂言法による。ラテン語の状況はこれと似ており，ここでは活

用によって，六時称形すなわち現在・半過去・未来・現在完了・過去完了・未来完了が形成され

る。一方，ラテン語やゲルマン諸語における定動詞の基本的な時の意味は，大部分二次的な発達

の結果である。印欧語の動詞は本来，ギリシア語の現在，不限定（アオリスト）および完了に相

当する形をもっていたにちがいない。現在形は一般に継続相の意味をもち，行為を（普通，現在
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　
における）継続中のものとして示す。たとえば，λε∠πω「私は残す」。アオリストは本来，動作が

瞬聞的であることをあらわした。接尾辞ξ一（これは元来，時を示す小辞「その時」）の付加によ
む　　り　　の

って，これは過去におかれるようになった。たとえば，5λζπ卿「私は残した」。最後に完了は，

動作を（現在あるいは遇去において）終了したまたは完了したものとして示した。たとえば，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　e　　　●　　　●　　　　　　　　　　　　　　●　　　●　　　●　　　●

λ6λo‘πα「私は残している」，δiδct「私は見てしまった」（すなわち，「私は知っている」）。かよう

に，この三形は第一に動作の様相＜aktionsart＞を表現した。これに加えて，ある程度動作の時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
をもあらわした。さらにこれは，加音＜augment＞＊e一によるほかに，時の副講によっても説明

できよう。

　ゲルマン諸語では（ラテン語におけると同じく），動詞形における時の意味が益々支配的にな

っている。継続相の形は，現在の意味を得，一時的現在＜temPQra玉t　presens＞になった。現在完

了の形は，現在に対する関連を次第に失くしてゆき，過宏の意味を得，一時的過去〈temporalt

preteritum＞になった。こうして印欧語の完了は，ゲルマン藷強変化動詞の過去の土台になって

いるのである。アオリストは，通常の活用形としては消滅したが，その働きは，現在および特に

過去にとって代わられた。

　大多数の単純動詞は，継続相的意味をもつ。これに対して，小辞による複合動詞の多くは，完

了的ないしは瞬聞的意味をもつ。接頭辞＊ge一は，完了構成の手段としての特鯛な役割を演じて
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聲

いる（ドイツ語gefahren，　geschnitten）．またこれと関連して，アイスランド語のエッダ詩にお

ける小辞of（um）の用法についても患い出すべきであろう。

　不定詞は，印欧語の動詞体系にはまだなかった。しかし，一群の動詞的実体講（動作名詞〈
　　　●　　●　　●

nomina　actionis＞）が，様々の接尾辞を伴って形成された。形態論的には，ゲルマン語の不定詞

（たとえば，ゴート語giban，ドイツ語geben，アイスランド語gefa）は，かような動詞的実体

詞の固定翫した格形なのである（接尾辞＊－ono一を伴う。たとえば，サンスクリット語bharana

「運ぶこと」）。不定詞への発展は，この形がいくつかのシンタクス上の用法において，たとえば

叙法の助動詞の後で普通になることによって，起ったのである。たとえば，〔スウェーデン語〕

jag　skall　komma〔I　shall　come），　jag　vM　stanna〔I　will　stay）等々。　さらに，この形が動調

の時の意味の要素を得るようになったこと，およびこの形が名詞的付加詞（限定詞＜attribut＞）

の代りに動詞的付加詞（目的語，副詞）をとることによって，この発展が起ったのである。不定

詞は，こうして動詞体系の一部となった。

　本来の動講的実体調としての不定詞は，前置詞によって先行されることもできた。しばしば不

定詞は，ある動作の意図や目的を表現するために用いられた。目的の意味をもつ前置詞から，い

わゆる不定詞記号＜infinitivmarket＞が生じた。すなわち，　ドイツ語zu，英語to，アイスラン

ド語at，（語源的には，前置詞ad「～に向って，対して」，ラテン語adと同一）。10不定詞記号

の使用は徐々に，これが本来属さない用法，たとえば不定詞が文中に主語あるいは目的語として

おかれている時≡の用法へと転用されることができるようになった。不定詞記号がすべてのゲルマ

ン語において同一でないこと，および不定詞がまた実際に種々な具合に用いられることは，動詞

的実体詞の不変化動謁形への発達が比較的のちの時代に起ったことを示している♂1

　ラテン語は周知の如く，返代諸雷語に比較してより自由な語順を有している。これはまちが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　●
いなく，印欧語からの継承物であり，十分に発達した慮折と関連がある。文中の文法的関係は，

既述のように，語の屈折によって示され，語の配置によってではなかった。かなり自由な語順

は，殊にラテン語詩にとって特徴的である。自由な語順は，ゲルマン諸古語，特にアイスラン

ド語でもみられる。アイスランド語詩，特にスカールド詩の著しくゆるい語の配置は，疑いも

なく，より古い言語段階の伝統の上にたっているものである。12

著者による註

1　古低地フランコニア語は，近代オランダ語の基礎をなす。古サクソン語は，12世紀以降ドイツの膨脹

に伴なって北ドイッに拡がった中低地ドイツ語と近代低地ドイツ諸方言の基礎をなす。後にみるよう

に，中世1こ中低地ドイツ語は，ノルド諸語に甚大な影響を与えている。
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2　英国の年代記作者Ethelweard（975年頃）によると，この町はサクソン人にはSleswig，デーン人に

はHedebyと呼ばれていた。したがってこれは，既述の国境の大森林互amwitMsamhoと同じよう

　な二重名称である。

3　B．Hesselmanゴπ《Ordgeografi　och　sprakhistoria》（1936），　s．127　f．

4　ゲルマン語派について，詳しくは以下を参照せよ。T．　E．　Karsten，　Die　Germanen（1928）；A．　Mei－

　11et，　Caractさres　g6n6raux　des　langues　germaniques（1917）；G，　Neckel，　Gothiscandza（in　Zeit－

　schrift　fUr　Deutschkunde，1931，　s．154　f．）；H．　Arntz，　Urgermanisch，　Gotisch　und　Nordisch（in

　Germanische　Phiologie，　Festschrift　fifr　Otto　Behage1，1934，　s．29　f．）；T、　Frings，　Germania

　Romana（1932）；E。　Rooth，　Die　Sprachform　der　MerseburgerΩuellen（in　Niederdeutsche　Stud．

　ien　C．　Borchling　dargebracht，1932）；H．　Kuhn，　Zur　Gliederung　der　german．　Sprachen　（in

　Zeitschrift　fifr　deutsches　Altertum，　Bd　86，1955）；L．　L．　Hammerich，　Indeling　en　ontwikkelung

van　het　Germaans（1946）；Fr．　Maurer，　Nordgermanen　und　Alemannen（1942）：W．　Mitzka，

Deutsche　Mundarten（1943）；L、　Weisgerber，　Die　geschichtliche　Kraft　der　deutschen　Sprache

　（1959），s．91　f．；A．　Bach，　Geschichte　der　deutschen　Sprache（8．　Ausg．1965），§44．

5　ノルド語の語中音消失について，詳しくは原書3王ページ，およびE．Wess6n，　Svensk　sprakhistoria

　1，§1。

6　B．Hesselman（Huvudlinjer　i　nordisk　sprakhistoria，　s．25）によれば，ゲルマン基語のアクセン

　ト変化の原因は，「ゲルマン諸部族がこの時代に異民族すなわち古代イタリア入，ケルト人，恐らくま

　たエトルリア人やイリュリア人とかなり密接に接触するようになった」ことである。

7　たとえば，ラテン語における単数属格reg－is〔王の〕，　servl〔奴隷の〕（＜servo－i），　mensee〔テー

　ブルの〕（＜＊mensa－i），複数与格reg－ibus〔王達1・C〕，　servis〔奴隷共に〕，　mensis〔テーブルに〕。特

　に，いくつかの語幹群における一sに終る単数主格に注意せよ（reg－s〔王は〕，　servo－s〔奴隷は〕，　civi－s

　〔市民は〕，fructu－s〔みのりは）die－s〔日は〕）。しかし，これはあらゆる語にあってというわけでは

　ないし（mensa（テーブルは），　pater〔父は〕，　homo〔人間は）），中性名詞では全くない（ver〔春は〕，

　bello－m（戦争は〕，　mare（海は〕，　cornu〔つのは〕）。

8　印欧諸語の性にっいては，K，　Brugmann，　The　nature　and　origin　of　the　noun　genders　in　the

　Indogermanic　languages（1897）をみよ。ブルークマンによれば，性は形態の類推｝こよって本来二次

　的に発達したものである。セム諸語は二つの性群（男性と女性〕をもち，一方フィン語は実体詞におけ

　る性カテゴリーを全く欠いている。

9合成語についてさらに詳しくは，E．　Wess6n，　Svensk　sprakhistoria　2（4　upp1．），　s．74　f．

10　スウェーデン語の口語では，前置詞ti11（teと発音される）あるいはtill　att（te　aと発音され

　る）も不定詞記号として用いられる。これはまた，口語を再現している作家，たとえばAgneta　Horn，

　Gustav　II　Adolf，　Karl　XH，　O。　v．　Dalln（Argus〔雑誌名〕）の古い文語にもみられる。（現代標準

　スウェーデン繕の不定詞記号は，attである。〕

11不定詞について詳しくは，E．　Wess6n，　Svensk　sprakhistoria　3（2　uppl．1965），　s．144　f．

12文中の語順については，E．　Wess6n，　Svensk　sprakhist・ria　3（2　upP1．1965），　s．201　f．
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